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和邇小学校後援会・同窓会　会長  畑　尚登

和邇小学校後援会・同窓会会員の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます｡
平素は、本会の運営にご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます｡
昨年度に引き続き、本年度の役員総会も新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、書面表決とさせていただきました。
議案につきましては、全会一致でご承認をいただきました。ありがとうございました。
さて、新型コロナウイルス感染症は、変異株が出現するなどなかなか収束の兆しが見えませんでしたが、ワクチン接種が進
むにつれて、ようやく減少の傾向が見られるようになりました。とはいえ、まだまだ安心できる状況にはなっていません。昨年の
１月頃、ノーベル賞の山中伸弥教授が、このウイルスは１年で収束できるものではなく、２年や３年かかると言っておられまし
たが、まさにその通りとなりました。
この間、子どもたちはたいへん不自由な学校生活を強いられてきました。楽しみにしていた行事も中止や縮小を余儀なくさ
れました。しかしながら、校長先生を始め先生方の努力や工夫により、子どもたちの学習や生活にできるだけ支障のでないよ
うに様 な々取組をしていただきました。
後援会・同窓会と致しましても、子どもたちや先生方を側面からサポートしていきたいと考えています。そのためには、多く
の地域の皆様に会員になって頂き、その予算によって子どもたちの安心・安全な学習環境を整える支援をしていきたいと思い
ます。どうぞ、ご協力をよろしくお願い致します。
末筆になりますが、会員の皆様のご多幸とご健勝を心よりお祈り申し上げます。

校長　鎌田　豊
後援会・同窓会の皆様、いつも和邇小学校を応援して頂き有
難うございます。
皆様のご支援のお陰で、和邇小学校は１４８年を迎えることが
できました。昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の流行
は、学校教育にも多大な影響を及ぼしています。
昨年度より、学校教育目標を見直し『和邇を愛し、心豊かに友

とつながり学び合う子どもの育成』と改めました。コロナによる活動
制限を厳しく受ける中、学校行事をはじめ教育活動のあり方につ
いて、この自然や歴史があふれる和邇の里で、子どもたちにとって
より良いものとなるよう見直し、実施しています。
この春の校外学習は「地域を学ぶ・地域で学ぶ」をテーマに
取り組みました。６年生は小野妹子公園（唐臼山古墳）をゴール
に和邇の史跡を巡るグループ学習を、５年生は和邇川をフィールド
に環境学習を、３年生は栗原の集落の魅力を伺う為ゲストティー
チャーを招いたり、和邇浜に向けて探検に出かけたりしました。子
どもたちは、全身で和邇の魅力を再認識しています。
そんな中で気づくのは多くの支援者の存在です。地域で子ども
たちの健全育成を温かく後押ししていただいている「後援会・同
窓会」をはじめとする地域関係者の方が温かく子どもたちの学び
を、支えてくださいます。皆様からの活動協力や支援金が子ども
たちの笑顔に繋がっていることを忘れてはいけないと考えます。支
援金につきましては、本年度も子どもたちに役立つ物を購入し、有
効に活用させていただきたいと思います。
子どもたちにとっても、自分たちが周りの方々の温かい気持ちで
支えられていることを知ることは大切なことだと思いますので、しっ
かり伝えていきたいと思います。保護者・教師・地域の共通の願
いである「子どもたちの健やかな成長」を具現化するこの活動が
今後も末永く続くことを心から願っています。

ＰＴＡ会長　中野　しのぶ
盛夏の候、和邇小学校後援会・同窓会の皆様におかれまして
は、益 ご々清祥のこととお喜び申し上げます。
平素は、ＰＴＡ活動にご理解ご協力を賜り、誠にありがとうござ
います。
本年度も新型コロナウィルス感染症の影響を受け、学校行事も
大幅な変更を余儀なくされることとなり、子供たちは残念な思いをし
ているところではありますが、先生方のご尽力により、校外学習で
は地域の散策を楽しんできました。
普段の当たり前の毎日では経験できないこと。こんな歴史深い
素敵な町に住んでいるんだなと思った子どもたちも多かったことと
思います。
会長を務めさせていただく活動の中で、子どもたちがたくさんの
方々に支えていただいて安心安全な学校生活を送っていくことが
できるということを再確認することができ、地域の方々、先生方へ
感謝の気持ちをもってＰＴＡ活動に取り組んでいきたいと思います。
近年、児童数が減少傾向にあり、在学生関係者のみでの運営
は厳しくなってきております。そのような中で、地域の皆様や卒業生
による後援会・同窓会によるご支援は、子どもたちの学習環境向
上、維持のために大変ありがたく、これからも継続していけるよう、
保護者としても協力してまいります。
子どもたちの健やかな成長と、安心、安全な学校生活を支えて
いけるよう、家庭、学校、そして地域の方 と々の連携を図りながら
ＰＴＡ活動を続けていきたいと思います。至らぬ点もあるかと存じま
すが、今後とも皆様からのご指導、ご協力の程よろしくお願い申し
上げます。

和邇小学校

少しでも子どもたちや学校の支えに

子どもたちの健やかな日々のために和邇を愛し、友とつながり学び合う



　令和３年度　後援会 ・ 同窓会役員名簿 

　後援会・同窓会名簿 　令和３年3月卒新会員

第
一
条 

本
会
は
和
邇
小
学
校
後
援
会
・
同
窓
会
と
称
す
る
。

第
二
条 

本
会
は
事
務
所
を
和
邇
小
学
校
内
に
お
く
。

第
三
条 
本
会
は
和
邇
小
学
校
同
窓
会
並
び
に
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
者
を
持
っ
て
組
織
す
る
。

第
四
条 
本
会
は
縁
故
あ
る
も
の
を
推
し
て
客
員
と
す
る
。（
本
校
に
勤

務
し
た
職
員
）

第
五
条 

本
会
は
特
に
功
労
あ
る
も
の
を
名
誉
会
員
に
推
薦
す
る
こ
と

が
で
き
る
。（
当
時
の
会
長
）

第
六
条 

本
会
は
会
員
相
互
の
交
誼
を
親
密
に
し
、
教
育
上
の
裨
益
を

図
る
を
以
て
目
的
と
す
る
。

第
七
条 

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
左
の
事
業
を
行
う
。

 
 

一
、
講
演
会
、
懇
談
会

 
 

二
、
会
員
の
親
睦

 
 

三
、
会
報
の
発
行

 
 

四
、
母
校
の
後
援

 
 

五
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
業

第
八
条 

本
会
に
左
の
役
員
を
お
く
。
但
し
役
員
の
任
期
は
一
か
年
と

し
、
再
選
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

 
 

一
、
会
長
一
名 

一
、
副
会
長
二
名

 
 

一
、
幹
事
一
名 

一
、
支
部
長
若
干
名

 
 

一
、
委
員
若
干
名 

一
、
会
計
監
査
二
名

第
九
条 

本
会
は
和
邇
小
学
校
長
を
名
誉
会
長
に
推
薦
す
る
。

第
十
条 

本
会
の
役
員
の
選
出
は
次
の
通
り
と
す
る
。

 
 

一
、
会
長
は
役
員
会
で
推
薦
す
る
。

 
 

二
、
副
会
長
は
和
邇
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
和
邇
学
区
自

 
 
 

治
連
合
会
長
と
す
る
。

 
 

三
、
支
部
長
は
自
治
会
長
と
す
る
。

 
 

四
、
幹
事
は
和
邇
小
学
校
教
頭
と
す
る
。

 
 

五
、
委
員
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委
員
と
す
る
。

 
 

六
、
会
計
監
査
は
役
員
会
で
推
薦
す
る
。

和
邇
小
学
校
後
援
会
・
同
窓
会
規
約

◆ 会　　長 畑　　尚登
◆ 副 会 長 德岡　明治（自治連合会長）中野しのぶ（ＰＴＡ会長）
◆ 名誉会長 鎌田　　豊（校長）
◆ 幹　　事 山根　公徳（教頭）
◆ 会計監査 村田　省藏（支部長） 田村　愛子（委員長）
◆ 支 部 長（各自治会長）

村田　省藏（小野） 星川　茂一（和邇中）
岸岡　一光（今宿） 槌井　康之（南浜）
栗田　久徳（中浜） 居場　伊幸（北浜）
吉田　孝光（住吉台） 奥村　正夫（北住吉）
嶋口　　浩（高城） 𠮷田　厚博（高城台）
後村　和治（虹ヶ丘） 畑　　尚登（栗原）
田中　竜二（春日一丁目） 黒木　　悟（春日二丁目）
足立　延宏（春日三丁目） 土井　拓男（生川）

◆ 委　　員（ＰＴＡ地区委員）
田村　愛子（委員長）
草野　直子（小野）
吉野麻菜美（和邇中） 岡司　直子（和邇中）
井上知香子（和邇中）
生部菜穂子（今宿） 橘　沙織（今宿）
辻　加奈子（南浜）
辻　きよ子（中浜）
出　　倫子（北浜）
中村　香織（住吉台）
上坂賀世子（北住吉）
葛原　民子（高城） 川村　康子（高城）
堀越　裕子（高城台） 古賀　温子（高城台）
川尻美智代（虹ヶ丘） 西村ゆかり（虹ヶ丘）
河合　由貴（栗原）
木下　新平（春日） 足髙　佳代（春日）

第
十
一
条 

会
長
は
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総
理
す
る
。

 
 

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
が
事
故
あ
る
と
き
は
こ
れ

を
代
理
す
る
。

 
 

幹
事
は
会
長
の
指
導
に
よ
り
庶
務
会
計
に
あ
た
る
。

 
 

支
部
長
は
支
部
を
統
轄
す
る
。

 
 

委
員
は
支
部
長
を
補
佐
し
、
支
部
長
が
事
故
あ
る
と
き
は
こ

れ
を
代
理
す
る
。

 
 

会
計
監
査
は
会
計
を
監
査
す
る
。

第
十
二
条 

総
会
は
毎
年
一
回
こ
れ
を
開
く
。
但
し
必
要
あ
る
場
合
は
臨

時
に
こ
れ
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

総
会
は
会
計
、
会
務
の
報
告
、
役
員
の
承
認
、
規
約
の
改
正
、

講
演
会
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
と
認
め
る
事
項

を
行
う
。

 
 

役
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
こ
れ
を
召
集
す
る
。
但
し

総
会
は
役
員
会
を
も
っ
て
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条 

本
会
の
経
費
は
入
会
金
、
会
費
、
寄
付
金
を
も
っ
て
あ
て
る
。

第
十
四
条 

会
費
は
年
五
百
円
と
し
、
新
入
会
員
は
入
会
金
と
し
て
別
に

三
百
円
を
納
付
す
る
。

 
 

本
会
の
目
的
に
賛
同
し
た
者
に
は
特
別
会
費
を
徴
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
十
五
条 

本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一

日
に
終
わ
る
。

第
十
六
条 

本
規
約
は
昭
和
四
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

 
 
 

規
約
一
部
改
正
は
昭
和
五
十
年
二
月
六
日

 
 
 

規
約
一
部
改
正
は
昭
和
六
十
一
年
六
月
四
日

 
 
 

規
約
一
部
改
正
は
平
成
六
年
六
月
十
一
日

 
 
 

規
約
一
部
改
正
は
平
成
十
三
年
六
月
二
十
五
日

 
 
 

規
約
一
部
改
正
は
平
成
十
七
年
七
月
八
日

 
 
 

規
約
一
部
改
正
は
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日

浅村公一朗 勝見　紗季 小谷　　蓮 滝林　璃菜 中島　拓哉 松井　　俊
生野　敬子 門脇　拓斗 駒井　紗奈 田口　煌生 永田　芽生 松村　美優
今井　紅花 河上　桜輔 柴　真優起 立野　智紘 長繩　知優 宮本　　凛
遠藤　美湖 川尻　帆夏 下山　奏汰 田中　彩花 　村　大喜 村上　凛花
岡村　昭吾 川畑　　光 菅原　陽向 谷口　琴美 八軒　心菜 村瀨　春希
岡本　穂花 木下　万愛 杉井　恵子 他谷龍之輔 濵畑　和希 村田　凌馬
尾﨑　遥翔 工藤　祐菜 高橋　洋輝 俵　みのり 早川　悠仁 山田　安優
織田　桜花 黒澤　優帆 高山　慶太 辻　　遥斗 船橋　将光 山本　菜摘
小野　滉介 河野　日海 髙山　美里 豊田　拓夢 星野　ゆり 横井　亜美
小野　舞友 小坂井菜月 瀧　　夏美 鳥嶋　　心 細川　花江 渡邊愛夢菜
邑樂　　渉 小嶋　　悠



令和２年度　事　業　報　告 令和３年度　事　業　計　画

令和２年度　和邇小学校後援会・同窓会決算書 令和３年度　和邇小学校後援会・同窓会予算書

月 日 曜 事　　　業　　　等 主　　な　　内　　容
5　 ・後援会・同窓会役員会

　【書面表決】
・令和元年度事業・会計決算報告
・令和２年度事業計画・予算案承認
・令和２年度役員決定

7 1 月 ・会報（第57号）発行
3 31 水 ・会計監査

月 日 曜 事　　　業　　　等 主　　な　　内　　容
5　 ・後援会・同窓会役員会

　【書面表決】
・令和2年度事業・会計決算報告
・令和3年度事業計画・予算案承認
・令和3年度役員決定

7 1 木 ・会報（第58号）発行
3 30 水 ・会計監査

項 目 予　算　額 決　算　額 増　減 付　　　記
会 費 450,000 455,000 △ 5,000 500×910戸
入 会 金 18,600 18,600 0 300×62人
雑 収 入 1 1 0 利息
繰 越 金 90,472 90,472 0
合 計 559,073 564,073 △ 5,000

項 目 前年度決算額 本年度予算額 付　　　　記
会 費 455,000 455,000 500×910戸
入 会 金 18,600 25,800 300×86人
雑 収 入 1 1 利息等
繰 越 金 90,472 12,957
合 計 564,073 493,758

項 目 予 算 額 決 算 額 付 記
繰 越 金 858,000 858,000
積 立 金       50,000       50,000
雑 収 入     0     0
合 計     908,000      908,000

項 目 前年度決算額 本年度予算額 付 記
繰 越 金 858,000 90,8000
積 立 金 50,000 50,000
雑 収 入 0 0
合 計 908,000 958,000

項 目 予 算 額 決 算 額 付 記
繰 出 金 0 0
合 計 0 0

項　　　目 予　算　額 決　算　額 増  減 付　　記

事 務 費 会 議 費 2,000 18,000 △ 16,000 用紙、封筒

消耗品費 1,000 0 ▲ 1,000

事 業 費

総 会 費 2,000 0 ▲ 2,000

学校後援費 150,000 204,600 △ 54,600
R2入学記念品（黄帽）  64,600円
卒業記念写真代  35,000円
R3入学記念品（黄帽）  60,800円
入学写真  44,200円

卒業記念費 70,200 48,360 ▲ 21,840 マーカーペン  12,400円
証書ホルダ・胸花  35,960円

運 営 費

通 信 費 1,312 0 ▲ 1,312
印 刷 費 56,000 56,440 △ 440 会報、納付領収書印刷代

設備充実費 200,000 165,486 ▲ 34,514

タブレットタッチペン   3,410円
広角マクロレンズ    440円
ＨＤＭ送受信機  24,099円
レンタルマット 108,537円
コードレス掃除機  29,000円

積 立 金 積立金 50,000 50,000 0

予備費 26,561 8,230 ▲ 18,331
児童送りタクシー  5,050円
児童飲料水  2,085円
来客用緑茶  1,095円

合　　　計 559,073 551,116 ▲ 7,957

項　　　目 前年度決算額 本年度予算額 付　　記

事 務 費
会 議 費 18,000 8,000 用紙、封筒

消耗品費 0 0

事 業 費

総 会 費 0 0

学校後援費 204,600 140,000
卒業記念写真代  35,000円
R4入学記念品（黄帽）  60,000円
入学写真  45,000円

卒業記念費 48,360 63,000 マーカーペン  16,000円
証書ホルダ・胸花  47,000円

運 営 費
通 信 費 0 0
印 刷 費 56,440 56,440 会報、納付領収書印刷代

設備充実費 165,486 170,000 レンタルマット 108,537円

積 立 金 積立金 50,000 50,000
予備費 8,230 6,318 児童飲料水   3,000円

来客用緑茶   2,000円

合計 551,116 493,758

＜ 収入の部 ＞ ＜ 収入の部 ＞

＜ 支出の部 ＞ ＜ 支出の部 ＞

＜ 支出の部 ＞

＜ 残　　高 ＞

＜ 残　　高 ＞

【積立勘定】＜ 収入の部 ＞

【積立勘定】＜ 収入の部 ＞ （単位:円）

（単位:円）

（単位:円）（単位:円）

（単位:円）

（単位:円）

（単位:円）

564,073円－551,116円=12,957 円　　残金　12,957円は令和３年度に繰り越します。

908,000円－ 0円＝908,000 円　　積立金　908,000円は次年度に繰り越します。



和邇小自慢和邇小自慢

和邇小学校のいいところは、先生たちがとて
も優しく面白いところです。和邇小学校の先生
の授業は、分かりやすくてとても面白いです。
職員室にかぎを取りに行ったりすると、先生が
声をかけてくれてとても優しいなと思います。
保健室では、保健の先生が親切にけが等の処置
をしてくれます。
このような先生たちがいるので、和邇小学校
はとても楽しい学校です。

（６年Ａ組　児童）

和邇小学校には、良いところがたくさんあり
ます。その中でいくつか紹介したいと思いま
す。１つ目は、みんな仲が良いところです。休
み時間では、同学年の人や他学年の人ともいっ
しょに楽しく遊んでいます。２つ目は、ふれあ
い教室があるところです。最近は、実施されて
いないけれど、私は、それが和邇小学校の自ま
んできるところだと思います。和邇小学校は、
とても笑顔あふれる楽しい学校です。

（６年Ｂ組　児童）

和邇小学校のいいところは、地域の方とふれ
合う機会が多いところです。年に２回ある花植
え体験では、花がキレイにさくポイントなど、
たくさんのことを教えていただきました。ほか
にも、５年生の安全マップ作りでも地域の方に
同行していただいたり、６年生の歴史めぐりで
も、地域の方から古墳についてお話を聞かせて
いただいたりしました。
このように、和邇小学校では地域の方と色々
な体験ができて、とても楽しいです。

（６年Ｃ組　児童）

学校の沿革学校の沿革

明治 6. 8. 6 令徳学校（南浜）
6.10. 1 王仁学校（小野・高城・中村）

成章学校（北浜・中浜）
7. 1. 8 以文学校（栗原）
19.11. 1 簡易科栗原小学校

簡易科和邇小学校
20.11. 2 簡易科廃止  尋常科和邇小学校
25. 5. 1 和邇村立栗原尋常小学校（３年）

和邇村立和邇尋常小学校（４年）
27. 4. 1 和邇尋常高等小学校（高等科）
37. 2.16 新校舎完成（現在地）創立記念日
41. 3.31 栗原尋常小学校（分教場）

昭和 16. 4. 1 分教場と和邇尋常高等小学校が統合
「和邇国民学校」

19.11.12 校舎完成目前全焼
20.12.25 新校舎完成
22. 4.21 「和邇小学校」（村立和邇中学校併設。

Ｓ27.4.7に分離）
28.10.10 創立80周年祈念式典挙行
30.10. 1 「志賀町立和邇小学校」
31. 6.14 完全給食実施
40. 5.22 新校舎完成（現在の北校舎）
41.12.12 体育館落成
48. 2.26 創立100周年記念式典実施
53.11. 4 教室増改築工事完了
55. 3.31 児童数増により小野小学校と分離
55. 7.31 プール竣工
57. 3.27 増改築工事完了
58. 9.22 学校安全準優良校受賞
60. 8.31 北校舎改修工事
60. 9.28 交通安全功労賞受賞
60.11.12 県学校安全研究指定校
63. 2.16 文部省指定道徳教育１年目
63. 7. 1 内閣総理大臣表彰受賞（安全教育）

平成 8. 2.29 体育館竣工・中庭整備
15.12.22 創立130周年記念事業実施
18. 3.20 合併「大津市立和邇小学校」
21.10.20 校舎耐震工事終了
  24.11 校舎大規模改修工事
  26. 9 校舎大規模改修　完了
  27. 9 普通教室・特別教室空調設備完備

※和邇小学校キャラクター
　「わにっこり」

＊昨年度後援会・同窓会費で、
１年生に黄帽、６年生に証書
ホルダーをプレゼントしました。

ありがとう
ございました！

＊子どもたちの作文を紹介します。


